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「産官学連携ゼミ」とは
洞口　光由
1.　はじめに
はじめに、何故本学では「産官学連携長期インターンシップ」（産官学連携ゼミ）と称す
る実践型インターンシップを開発することにしたのか、それは学生達が先ず課題を設定し、
次に自分の頭で考え、答えを見出し、解決に向けて果敢に行動する、人材を目指して欲しい
ことにありました。
それは社会のニーズでもありますが、実は学生達に育んで欲しいことがあったからです。
その育んで欲しい事、とは「知識力」や「分析力」更に「理論的思考」に加え、「問題発
見能力」そして解決に向けての「実践力」なのです。
以前から経済産業省は大学に対して「社会人基礎力」を養う教育を問うてきています。
その「社会人基礎力」とは「考え抜く力」「1歩踏み出す力」そして「コミュニケーショ
ン能力」です。こうした課題を如何に克服するか、様々な視点から考察していく中で「実践
力」が注視されたと言えます。特に、「武蔵野 BASIS」としての実質的成果を挙げる上では
具体性に富んだ内容を盛り込んでいかなければ「キャリア教育」としての成果を生み出すこ
とは困難と考えます。
1年生に「人生設計」とか、「生涯計画」とかを専門の先生の理論的解説では実感に乏し
く、聞く耳を持たない状況であったと言っても過言ではありませんでした。授業での話は学
生達に何ら興味を沸かせることはなく、他人事にしか捉えていないことから「成果」を問わ
れれば残念ながら答えに詰まってしまうというのが正直な気持ちでした。
そこで「武蔵野 BASIS」の開講に合わせて「キャリアデザイン」のプログラムに多くの
社会人（現役）の社会人の方々に‘ご自身の人生の歩み’を語って貰うことに主眼を置いて
いただくことです。
特に、「つまずいた時代」「辛かった時」等、人生の苦難はどの様であったか、そしてどの
様にして乗り切ったのか、社会人の方々の苦労話を重視してお話して戴く様にお願いしたと
ころ学生の反応は大きく波紋を広げたのです。そのことから先ず早めに社会人との触れ合い
の機会を設けることが大切ではないか、と考えるに至った次第です。
では社会及び社会人との触れ合いをどの様に大学と企業・公共企業との間で構築するか、
その方法として考えた施策が今回の「産官学連携ゼミ」です。
その狙いは学生達が社会で実際に活動している、と体感するものでなければなりません。
例えば、大学から飛び出し、実際に企業へ入り実務に携わる機会は貴重な体験となります。
一方、海外へ出かけ海外の企業で働く経験は世界観、仕事観の視野を一挙に広めます。海
外から日本を見ることは早い時期であればある程有意義な成果を生み出します。例えば具体
的な事例としては「パスポート」が挙げられます。国外へ出る手続きを実際に自分で行うこ
6とで国境の存在を意識するものです。
また国内では地方の産業や地方の人々との触れ合いにより日本社会を直に触れることも重
要な課題と考えています。「働く」ことの楽しさ、日本の農業の実態を目にすることで「考
える力」を養うことになります。
この様に「産官学連携ゼミ」は実際に社会に出て、1年近く仕事を通して社会人と触れ合
う機会であるのです。
2.　「産官学連携ゼミ」とは
2.1.　「産官学連携ゼミ」紹介
第 1に、3年生から 4年生までの 2年間を通して開講されるものです。
・3年生の 1年間は企業・自治体等と連携し、講義と並行して実習に励みます。端的に言
えば「理論」と「実践」を有機的に構成した教育プログラムです。
第 2に、学部・学科は問いません。横断型ゼミです。
・1部理系の学部を除いて多くの学生が参加できます。
第 3に、現在開講の 6ゼミです。
◇ホスピタリティ産業ゼミ：名旅館、高級ホテル（海外も）で理論と実践を学びます。
◇図書館司書ゼミ：北海道東川町役場と連携して行政サービスを学びます。
◇組織開発論ゼミ：NPO法人武蔵野スポーツクラブ（ JFL横河武蔵野 FC）の運営を通し
て組織開発の理論と実践を学びます。
◇マーケティングゼミ :マーケティング企業（外資系企業役員）から実践を学びます。
◇マスメディアゼミ :フジ TVと連携し各種イベント企画・制作の実習を行います。
◇スポーツマネジメントゼミ :スポーツ関連企業に就職することを前提にノウハウを習得
することを目指すゼミです。
2.2.　「産官学連携ゼミ」事例紹介…「ホスピタリティ産業ゼミ」
・「産官学連携プログラム」の中核科目は「産官学連携ゼミ」で、講義を主に「理論」立
ての研究を追究しながら、一方では併せて「実践」を連動させるプログラムです。
・ゼミ生は学科横断で編成されます。また期間は 3年から 4年と 2年間です。
・3年次では企業、自治体での実習が課せられ、4年次では「実習」と「ゼミでの座学」
を基にプレゼンテーションを行います。この「産官学連携ゼミ」では 3年次には「講
義」と企業での「現場実習」が並行して進められることからプレゼンテーションの内容
は実践的な内容となることが期待されます。
＊ここで「産官学連携ホスピタリティゼミ」のプレゼンテーションで発表された内容を一部
紹介させて戴きます。
実は、松本市にあります歴史的建造物を料亭にして営業している「ヒカリヤ」で実習した
学生が発表したレポートの一部です。
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☆私は料亭「ヒカリヤ」での実習の中で、「和のおもてなし」を 2つに分けて考えてみ
ました。
第 1には、日本人としての「礼儀作法」です。
・先ずは「室礼」です。「室礼」とはお客様のいるお部屋と、お客様に対して「礼」
をする意味があるものだと、いうこと。
・次に、「席順です。上座・下座の存在を意識して料理を運ぶこと。
・更に、「料理」の出し方（右出し左下げ）、そして「指先・立ち振る舞い」での気の
配り方、等 1つ 1つの動きに意味があることを学びました。
第 2には、「マニュアルを超えたおもてなし」です。それは頭で考えるのではなく、
心で動くことです。この写真をご覧下さい。これは私達が実際に目にした事です。その
日婚礼披露宴が料亭内で行われていました。
写真は新郎新婦が中座から戻る時の写真で、料亭の若女将が座敷に戻る新郎新婦を見
守っているのです。若女将が襖を開き、2人が完全に部屋の中に入るまで 1度も目を逸
らすことなく、まっすぐ 2人を見守り続け襖が閉じられると一礼して立ち去りました。
これを見た時、私はこれが「ヒカリヤ」の「頭で考える」のではなく、「心で動くも
てなし」なのだと鳥肌が立ちました。新郎新婦の門出を祝うのでなく、見届けるという
役も担っているところに、「頭で考える」のではなく、「心で動く」もてなしを感じたの
です。
こうした経験は学生達には「理論」ではなくストレートに心へ「衝撃」を与えたのではな
いか、と思います。正に学内にいては見ることも、実際に経験することも出来ないことであ
り、また日頃の生活習慣に於いてもなかなか教えられるものではありません。
もし衝撃的な瞬間を味わった学生達には貴重な体験学習であったと言えます。
83.　最後に
「産官学連携ゼミ」は長期インターンシップを基に実践プログラムとして構成したもので
す。実習先で体験して得た課題や問題点を持ち帰り、調査研究をした上でゼミに持ち込み、
徹底的に論議します。そこで導き出した答えを再度実習で試みたり、実習先の企業へフィー
ドバックしたりします。
大学は正にこのような企業とのやり取りを通して課題の克服を可能とすべく「考える力」
を養うことが求められているのではないでしょうか。そもそも実践を通してこそ様々な課題
や問題点を見出すものです。「理論」と「実践」の融合こそこれから益々求められるものと
考えられます。
教育改革の一環として今後「産官学連携ゼミ」が大きな成果を生み出すことを期待するも
のです。
